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「プロに学ぶ イチゴ栽培」博物館 

イチゴの栽培 ～収穫したイチゴで Xmas ケーキをつくろう～ 

所属名 ： 静岡県    静岡市立清水庵原中学校 

実践学年組：    １年  １・２組 

氏名： 山本 貴史 

実践記録の概要（単元略案） 

全 15 時間 

時数 学習活動 先生の指導・支援 

および評価 

コラボノート

の活用 

１ 

生物育成とはどんなものだろう 

・技術に込められた問題解決の

工夫について考える中で、生

物育成の「技術の見方・考え

方」に気付く。 

「社会からの要求」、「安全性」、

「環境への負荷」や「経済性」

などに着目して、生物育成の技

術が最適化されてきたことに気

付く。 

 

２ 

イチゴを栽培しよう 

・イチゴの栽培について、定植

から収穫までの流れを学習

し、栽培計画を立てる。 

基本的なイチゴの管理方法につ

いての知識を身に付けている。 

 

３ 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ再利用鉢をつくろう 

・ペットボトルを加工して、毎

日水やりしなくてもよいよう

な鉢を製作する。 

ペットボトルを再利用して、教

室内でのイチゴ栽培に適した鉢

を製作することができる。 

コラボノートの

使い方を学習す

る。 

４ 

５ 

イチゴの苗を定植しよう 

・植える向き等に気をつけ、１

人２鉢定植する。 

・定植後、写真撮影をし、コラ

ボノートで栽培記録を入力す

る。 

用具や資材を適切に使用し、観

察しやすい向きにイチゴ苗を定

植することができる。 

スレートＰＣを用いて、コラボ

ノートに写真と文章で栽培記録

を入力することができる。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 

６ 

甘いイチゴに育てるためには？ 

・有機肥料、化学肥料それぞれ

の長所・短所を調べて、イチ

ゴの追肥にはどちらが良いの

か考える。 

有機肥料と化学肥料の長所・短

所を理解し、「安全性」、「環境へ

の負荷」、「品質・収量等の効率」、

「経済性」を考え、イチゴの育

成に最適な追肥の仕方を理解し

ている。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 
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７ 

イチゴの観察をしよう 

・新しい葉芽が出てくる中で、

元気のない古い葉をどうした

らよいのか考える。 

観察を通して、捉えた生長の変

化への対応を工夫し、イチゴの

摘葉を行うことができる。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 

質問コーナーへ

の入力 

８ 

９ 

どんなイチゴにしたい？ 

・自分のケーキに使うイチゴを

「大きくする」、「形を良くす

る」、「数を多くする」、「色を

赤くする」ためにはどうすれ

ばよいのか考える。 

先哲の考え方を参考にしながら

自分が求めるケーキに適したイ

チゴを育てるために、管理作業

及び栽培方法について、自分な

りの最適解を出すため、仮説及

び実験方法を考え、対照実験を

開始することができる。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 

仮説と実験方法

を考え、質問コー

ナーへ入力→専

門家よりアドバ

イス→修正を行

い、対象実験開始 

 

１０ 

１１ 

害虫の駆除について考えよう 

・専門家のアドバイスをもとに、

何を第一優先に考えて、どの

ように害虫の駆除を行うのか

考える。 

先哲の考え方を手掛かりに、そ

れぞれ生徒同士で互いに考え方

を交流することを通して、害虫

の駆除について、技術の見方・

考え方の７つ視点について考

え、自分なりの最適解を出すこ

とができる。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 

害虫発見→質問

コーナー入力→

専門家よりアド

バイス→様々な

意見から最適化 

 

１２ 

１３ 

イチゴの管理作業を行おう 

・それぞれの対照実験に沿って、

温度管理、摘花、摘果、人工

受粉、収穫等を行う。 

それぞれの対照実験に沿って、

自分が立てた育成計画に基づい

た管理作業ができる。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 

質問コーナーへ

の入力 

 

１４ 

１５ 

今後の生物育成の技術は？ 

・最新の栽培技術と従来の農業

を比べ、それぞれの技術に込

められた価値を理解し、評

価・活用する。 

・イチゴ栽培をふり返り、栽培

計画を見直し、加筆修正する。 

生物育成の技術を評価し、適切

な選択と管理・運用の在り方や、

新たな発想に基づく改良と応用

について考えることができる。 

写真と文章で栽

培記録を作成。 

質問コーナーへ

の入力 

  


